
新総合計画と現総合計画の基本構想構成比較表（案）

○新総合計画（案） ○現総合計画

第１章　基本構想策定の趣旨・背景 第１章　基本構想策定の趣旨・背景
１　基本構想策定の目的 １　基本構想策定の目的

２　基本構想の目標年次 ２　基本構想の目標年次

３　本市の地域資源 ３　本市の地域資源

４　本市の直面する諸課題 ４　本市の直面する諸課題

（１）【仮】人口減少（少子高齢化・若者の市外流出） （１）魅力ある仕事や労働力の不足

（２）【仮】多様な主体との連携・協働 （２）少子化の進展

（３）【仮】グローバル化・情報化社会 （３）多様化する地域課題・地域活力の維持

（４）【仮】短命市（健康寿命の延伸） （４）高齢化の進展・短命市

（５）【仮】自然災害 （５）多発する自然災害・空家等の増加

（６）【仮】地球温暖化・海洋汚染など （６）地球温暖化や海洋汚染など

第２章　まちづくりの目標 第２章　まちづくりの目標
１　将来都市像 １　将来都市像

　『みんなで未来を育てるまちに』 　『市民一人ひとりが挑戦する街』

２　まちづくりの基本視点 ２　まちづくりの基本視点

（１）【仮】未来をひらく若者の希望があふれるまち （１）産業創出と担い手の確保

（２）【仮】人々が行き交う魅力あるまち （２）未来を支える人材の育成

（３）【仮】市民がふるさとを誇れるまち （３）連携の推進・安心な地域社会づくり

（４）【仮】ICTを活用し、あらゆる人に開かれた （４）生涯現役の推進

　　　　　　スマートオープンシティ （５）持続可能な都市づくり

（６）自然環境の保全

第３章　施策の大綱 第３章　施策の大綱
基本政策１　仕事をつくる １　しごと創り

政策（１）【仮】活力ある地域産業の育成 （１）産業の振興・雇用対策の推進

政策（２）【仮】時代の変化を先取りした産業振興 （２）農林水産業の振興

政策（３）【仮】地域の特性を活かした市場開拓 （３）観光の振興

政策（４）【仮】国内外の観光需要の取り込み ２　ひと創り

政策（５）【仮】連携や交流による地域活力の強化 （１）子ども・子育て支援の充実

（２）教育の充実

基本政策2　人をまもり・そだてる （３）スポーツの推進

政策（１）【仮】未来を担う人財の育成 （４）文化・芸術の推進

政策（２）【仮】誰もが文化・スポーツに親しめる機会の充実 ３　まち創り

政策（３）【仮】生涯を通じた健康づくり・持続可能な医療体制の推進 （１）地域内連携・広域連携の推進

政策（４）【仮】高齢者や障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づくり （２）安全・安心な市民生活の確保

政策（５）【仮】誰もが互いに尊重し、支え合う社会の推進 （３）ユニバーサル社会の形成

政策（６）【仮】安全・安心な市民生活・地域社会の確保 ４　やさしい街

（１）保健・医療の充実

基本政策3　まちをデザインする （２）高齢者福祉の充実

 政策（１）【仮】コンパクト・プラス・ネットワークの都市づくり （３）障がい者福祉の充実

政策（２）【仮】災害防止・雪対策の充実 （４）暮らしを支える福祉の充実

政策（３）【仮】都市景観・居住環境の充実 ５　つよい街

政策（４）【仮】社会情勢の変化に対応した交通環境の充実 （１）防災体制・雪対策の充実

政策（５）【仮】未来につなぐ自然環境の保全 （２）土地利用・都市景観の形成

政策（６）【仮】脱炭素・循環型社会の実現 （３）交通インフラの充実

６　かがやく街

（１）豊かな自然環境の保全

（２）快適な生活環境の確保

（３）廃棄物対策の推進

第４章　政策を実現するために 第４章　推進体制
（１）【仮】人材確保・育成と職場環境の整備による組織力向上 （１）行財政改革の推進

（２）【仮】行財政改革による行政の進化 （２）人材育成の推進

（３）【仮】健全な財政運営 （３）持続可能な財政運営

（４）【仮】積極的な情報発信・市民の声を市政に反映 （４）地域課題・ニーズの把握と適切な情報提供

（５）【仮】SDGsの理念を踏まえた各種施策の展開

課題

基本視点（分野をまたがる横目線）

基本政策（分野ごとの縦目線）
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